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令和５年度大学コンソーシアムやまがた第２回事業評価委員会議事要旨 

 

日 時 令和５年８月４日（金） １３時３０分～１３時５５分 

場 所 Zoomによるオンライン会議 

出席者 鶴岡工業高等専門学校    ： 戸嶋 茂郎 教授 

東北芸術工科大学      ： 古藤  浩 教授 

    東北文教大学        ： 佐藤  晃 教授 

放送大学山形学習センター  ： 髙橋  淳 総務主幹 

山形県立産業技術短期大学校 ： 木村 和子 事務局次長兼総務課長 

山形県立農林大学校     ： 小山 和彦 副校長 

                  →代理：西村 満教授 

山形県立保健医療大学    ： 熊谷 岳郎 理事／事務局長 

山形県立米沢栄養大学      

山形県立米沢女子短期大学  ： 佐藤 伸一 教務学生課長 

山形県           ： 五十嵐 裕彦 委員長／ 

総務部高等教育政策・学事文書課 

高等教育政策主幹 

山形大学          ： 樋口 浩朗 総務部長付上席専門員兼 

                      総務部総務課社会共創推進事務室長 

 

欠席者 羽陽学園短期大学      ： 髙橋  寛 教授 

電動モビリティシステム専門職大学 ： 小関 俊宏 事務局長 

東北公益文科大学      ： 三木 潤一 学部長／教授 

山形工科短期大学校     ： 小幡 知之 学校長 

 

陪席者 山形県           ： 丹野 晴香 総務部高等教育政策・学事文書課主事 

山形大学          ： 小山 和佳 学長付主幹専門員 

     〃            ：  岡崎 勇樹 総務部総務課社会共創推進事務室主任  

 

事務局               ： 今野 浩美、羽角 扶美 

 

 

議 事 

１ 第４期大学コンソーシアムやまがた事業計画（案）について 

  樋口委員から、資料１については、前回の本委員会において事務局で作成することとして

いたものであり、第３期事業評価報告書等を踏まえ作成した旨説明があった。 

本件に係る主な意見及び質疑応答は以下のとおり（◎…質問･意見、〇…回答）。 

◎ 会則について、条文を一部変更するだけで良いのか。やまぷらに設置するリカレント教

育部門と高等教育機関連携部門（仮）については、やまぷらの規程を変更するのか。最初

にやまぷらの規程に部門の設置について規定した方が良いかと思われる。山形県、山形大
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学の法規担当と相談してはいかがか。 

〇 やまぷらにリカレント教育部門を設置することは了承されたが、設置規定は無いので、

今後やまぷらの戦略会議と本委員会で調整し作成する。 

〇 やまぷらの最高意思決定機関として、協議会があり、下部機関として高等教育機関連携

部門（仮）がある。意思決定について整理しないと高等教育機関連携部門（仮）が勝手に

動いてしまうような状態になりかねない。 

  県としても、組織のあるべき姿として意見を述べさせていただきたい。やまぷらとコン

ソで規程を作成し、整合性を取りたいと考えている。 

◎ 第４期事業計画において、令和９年度に事業計画を行うとのことだが、第３期において

は、中間の３年目に評価を行っていた。令和９年度の評価が最終的な評価となるのか。残

期間における事業の見直しを図るとのことだが、残期間は令和１０年度の１年のみになる

ため、この表現でよいのか。 

〇 中間の評価は無しで令和９年度に最終的な事業評価を行うことを考えているので表現

を修正する。 

◎ 外部資金や寄附金を積極的に獲得するとあるが、これまで事業方針にあったのか。また、

獲得の目途はあるのか。 

〇 第３期には無いが、第２期の事業方針にある。法人格を持たないコンソが外部資金を獲

得するのは難しい状況であるが、過去に文科省の事業へコンソとして申請したこともある。

寄附金についても会則にあるので、コンソとしてファンドレイジングすることもあるかと

思われる。やまぷらとしても自走化を目指すことを前提条件としている。 

◎ コンソが具体的にどのような形でやまぷらに入るのか具体的に見えるとありがたい。 

〇 現時点では、コンソの枠組みがそのまま入ることで提案するが、意思決定機関が２つあ

るので、コンソの会則の一部改定の際、説明したい。 

 次いで、樋口委員から、事前に寄せられた意見等について、以下のとおり説明があった。 

◎ 組織について、やまぷらの下部組織に、意思決定機能（総会）を有する機関を設けるこ

との是非。一般論として、独立した意思決定機関を下部組織に位置付けることの整合性を

説明できるか。 

〇 現状の組織をそのままでやまぷらの組織図に入れると意思決定機関が２つあるように

見えるが、あくまでも部門の中での意思決定と考えている。 

◎ 「移設」イコール「解散」というイメージを持つ人もいると思うが、説明可能か。 

〇 前回の本委員会の資料において、①ソフト案、②中間案、③ハード案を示し、③ハード

案が解散であった。今回は②中間案という位置付けで会則の一部改正で対応したい。 

◎ 「やまぷら」は会費徴収を行わない前提だが、下部組織である「高等教育機関連携部門

（仮）」が独自に会費徴収することは矛盾しないか。 

〇 やまぷらの部門で一律に会費を徴収するのは難しいと思われるので、戦略会議において、

整合を図り検討を進めたい。 

    引き続き委員長から、本日いただいたご意見を踏まえ、次回会議までに事務局で「第４期

大学コンソーシアムやまがた事業計画（案）」を修正したものを、事前に各委員へ送付するの

で、それを基に次回の本会議を開催し検討を進めることとしたい旨述べられた。 
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２ その他 

委員長から、次回は、９月中旬を目途に開催したい旨述べられた。 

 

 

 

 

【配付資料】 

資料１   第４期大学コンソーシアムやまがた事業計画（案） 

参考資料１ 第４期大学コンソーシアムやまがた事業計画策定に向けて 

参考資料２ 大学コンソーシアムやまがた会則 


